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背景
• コードレビュー
• ソフトウェアの品質を向上させ,知識を共有し,コーディング標準とガイ

ドラインの遵守を保証するための技術.

• 開発者はコードベースのコード変更を統合する前に
→リファクタリング活動のコードレビューついて議論.

• ベストプラクティスや成果,社会技術的な側⾯を探るために広く研究.

しかし
・リファクタリングがどのようにレビューされているか
・その際に何を気にしているか

ほとんど知られていない！ 1



⽬的
• 開発者が,提出されたリファクタリングコードを受け⼊れるか拒

否するかを決定するための主な基準は何か?

• このプロセスを困難にしているものは何かを理解するための定
量的および定性的研究を発表.
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RQ
RQ1.リファクタリングレビューは⾮リファクタリングレビュー
と⽐較して,コードレビューの労⼒はどの程度なのか?

RQ2.リファクタリングレビューの判断に⼤きく関わる基準
は何なのか?
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データセット（データ収集）

三つの基準を定め,データ収集
• MCRの実践.

• 多くのレビューが⾏われるシステム
かどうか

• 完全なレビューカバレッジ.
• コードレビュー全てを調査

• リファクタリング関連のレ
ビュー数.
• ⼗分なリファクタリング関連のイン

スタンスが必要

データマイニング
• Gerrit が提供するRESTful API7

収集したレビュー
• Closed
• 2012年12⽉から2021年4⽉ま

で
• OpenStackプロジェクトから

合計775,657件のコード変更を
マイニング
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データセット（データ作成）

⾃動フィルタリング
• コード変更のタイトルと説明

の両⽅に refactor* というキー
ワードが含まれていないもの
をフィルタリング

⼿動フィルタリング
• データの正しさを保証するため

に,すべてを⼿動で検査（⽬視）

• 偽陽性ケースを削除
（誤りが含まれる）
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データセット（データ分析）

定量的なデータ分析
• リファクタリングと⾮リファクタリングのメトリクスを計算する際

の変動が統計的に有意であるかどうか
• Mann-Whitney U検定[26]を使⽤
• 帰無仮説（リファクタリングと⾮リファクタリングのメトリクス値

に変動がない）
• ノンパラメトリック効果量測定であるクリフのデルタ ( ǿ ) [ 23 ]を

使⽤

定性的なデータ分析
• リファクタリングコードのレビューの主要な特徴をテーマ分析
• プロセスの結果,6つのカテゴリと28のサブカテゴリからなる階層的な

分類法作成
• この分類法の正確さと代表性に関する11の質問からなる調査を実施し,

分類法の外部検証
• 調査結果についてフォローアップインタビュー

Romanoら[68]が報告した解釈
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RQ1結果
RQ1.リファクタリングレビューは⾮リファクタリングレビューと⽐較して,
コードレビューの労⼒はどの程度なのか?
→レビュー作業/メトリックに応じた⼩,中,または⼤きな効果サイズを伴う.

(Mann-Whitney U 検定を実施,統計的に有意な p 値が得られた）
↓

リファクタリングのレビューが,コード変更著者とレビュアーの間でより⻑い議論を引き起こす.
↓

コードレビュー作業の観点から,解決までに著しく時間がかかる.

※リファクタリングと⾮リファクタリングをランダムサンプリングを使⽤ 7



RQ2結果
• テーマ分析技術を使ってOpenStackエコシステムを⼿動で調査

し,レビュー基準の包括的でハイレベルなカテゴリーを作成

6つのカテゴリと28のサブカテゴリの表 8



カテゴリー分類（RQ2)

※表は省略しています

カテゴリの詳細
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結論
• リファクタリングコードレビューの実践を理解
→研究コミュニティと産業界にとって極めて重要

• 本研究
• リファクタリングレビューする際の基準を調査するために,量的および質的研
究を実施

• 結果
• リファクタリングのレビューには,リファクタリング以外の変更に⽐べて時間
がかかること

• レビュー基準の包括的でハイレベルなカテゴリーを作成
• 今後の課題

• オープンソースと産業界のソフトウェア開発者を対象とした調査を実施する
予定

• コードレビューでリファクタリング活動を⾏う際の⼀般的なレビュー基準と
特定のレビュー基準を調査する予定
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所感
• 2 名のオーサーがデータの分析を⾏なっていたことに驚き,さら

に,RQ2に約４０⽇費やしていたと記述されていた事にも驚きま
した.
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データセットについて
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関連研究
• 関連研究写真
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RQ1⽇本語
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RQ2カテゴリー分類
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